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「不確実性」とは、どういう状況をさすのでし

ょうか？ 

Aさんは「確率分布の分散が非常に大きな状況」

を、Bさんは「何が起こるか全くわからない状

況」をイメージしました。そのため、Aさんと

Bさんの討論はかみ合いませんでした。これは、

本学会で「不確実性への対応」の議論をしたと

きに、実際に起こったことです。 

 

プロジェクトの基本属性は「個別性、有期性、

不確実性である」1 と記述され、我々が直面し

ている成熟社会の課題は「複雑性、多義性、不

確実性、拡張性という特徴を持つ」2 と書かれ

ています。さて、どちらの文献にも三番目に書

かれている不確実性を、どう捉えたら良いでし

ょうか？ 

 

 本論文は、P2M Version 2.0 を提案した論文 i

とそれ以降の研究成果を受け、マネジメントの

効果と３S モデルで考察すべき対象を示すこ

とをねらいとして書きました。 

 タイトルの「イノベーション」という言葉は、

現在の日本社会を論じるときに必ず出てきま

す。1990 年以降、日本企業の業績が低迷して

いる理由の一つが「イノベーションを起こさな

くなってきたため」と言われています。イノベ

ーションは、アイディアの創出（新しい材料や

仕組みの発明）にとどまらず、そのアイディア

を経済的かつ社会的な価値に結びつけること

です。そのためには事前に予測することが難し

い様々な状況に対応していかなければなりま

せん。 

 本論文の式（１）は、プログラムの費用対効

果を、以下の大胆な仮定を置いて、一つの式で

表現したものです。 

 ① 全ての係数が数値化できる 

② 時間の経過による変化が無視できる 

③ ３個のモデルで表される状態の間に原因

と結果の関係が成り立つ 

費用対効果を１本の式で表してみると、イノベ

ーションを実現するためには、不確実性を小さ

くするマネジメントの効果が見えてきます。つ

まり、３Sモデルで表される状態それぞれに不

確実性が存在する。どの状態の不確実性が高ま

っても、経済的かつ社会的な価値に結びつける

ことが難しくなる。一番大切なのはスキームモ

デルで正しい構想を作ることである。しかし、

将来を正しく予測することは非常に困難であ

る。スキームモデルにおける構想の方向が正し

ければ、詳細が明確に決められないプログラム

であっても、システムモデルやサービスモデル

で不確実性を低減させれば、最終目的に到達で

きる可能性が高まる、ということです。 

 本論文の後半では、３Sモデルで考察すべき

対象について述べました。それが図３です。ス

キームモデルでは、将来の社会、または、企業

のあるべき姿を描くので、社会環境、技術、人

間などの全てが考察の対象となる。システムモ

デルでは、人間組織を対象とするマネジメント

と、ハードウェアやソフトウェアを作るための

マネジメントは分けて考える。サービスモデル

では、システムモデルで作ったハードウェアや

ソフトウェアが、社会環境、技術、人間にどの

ように影響を与えて価値を提供するかを考え

てマネジメントする。 
 プログラムマネジメントは、システムズアプ

ローチ 4が基礎になっています。システムズア

プローチには、物理的な機械の動作をモデル化
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し、問題の解決策を探るハードシステムズアプ

ローチ 5と、人間の活動や社会システムを分析

し解決策に導くソフトシステムズアプローチ 6

があります。前者のハードシステムズアプロー

チは、オペレーションズリサーチなどの数学的

手法を使い、意図した結果を得る手段として有

力です。P2Mでもこの考え方を採用し、システ

ムモデルにおいて、効率的にハードウェアやソ

フトウェアを作るようにマネジメントします。

これに対して、スキームモデルとサービスモデ

ルでは、人工物であるハードウェアやソフトウ

ェアを使う人間に焦点を当てます。そのため、

図２に示したソフトシステムズアプローチが

必要であることを強調しています。ソフトシス

テムズアプローチは発展途上の研究手法で、社

会科学の解釈主義的アプローチやアクション

リサーチなどの方法も含んでいます。 

 

 最初に述べた「不確実性」のとらえ方につい

て、ステレオタイプの説明をすると、Aさんは 

“経営は科学である” と考える方、B さんは 

“経営は芸術である” と考える方になるでし

ょう。プログラムマネジメントの研究では、両

者の利点と適用限界を省み、現場で使いやすい

方法を探究しています。研究の視点として、実

務と理論の融合はもちろんですが、経済学、経

営学、政治学、心理学などの社会科学系の学問

と理工学の境界領域であることを意識し、新し

い学術分野を開拓していく意気込みが必要だ

と思います。 

 

本論文に対するご批判やご指摘を頂ければ幸

いです。 
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